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令和４年９月橋本市議会定例会会議録（第３号）その３ 

令和４年９月13日（火） 

                                           

（午前10時20分 再開） 

○議長（小林 弘君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番８、５番 板橋君。 

〔５番（板橋真弓君）登壇〕 

○５番（板橋真弓君）皆さま、おはようござ

います。 

 ただ今、議長のお許しを頂きましたので、

一般質問させていただきます。 

 まず、一つ目は、安全・安心な学校給食に

ついて。 

 学校給食における衛生管理は、児童生徒に

安全・安心な食を提供する上でとても重要で

す。特に、近年の気候変動によって夏の気温

は年々上昇傾向にあります。 

 夏場の暑さ対策や食中毒対策、コロナ対策、

異物混入への対策など、事件・事故防止のた

めに、学校給食の衛生管理について、本市の

現状と対策をお伺いします。 

 ①給食センターの衛生管理について。 

 ②市内小・中学校の衛生管理について。 

 続いて、男性用トイレにサニタリーボック

スの設置を。 

 男性用トイレに、生理用品などを捨てるサ

ニタリーボックス（汚物入れ）の設置が全国

的に広がっています。前立腺がんや膀胱がん

の患者には、手術の影響で頻尿や尿もれの症

状が起き、尿もれパッドが必要となるケース

があります。老化で排尿のコントロールが難

しくなる場合も同様です。 

 国立がんセンターによると、2018年に前立

腺がんと診断された患者は約９万2,000人、膀

胱がんの男性患者は約１万8,000人に上って

います。男性用トイレにサニタリーボックス

を設置することは、病気の方や高齢の方が安

心して外出できる環境を整えるとともに、性

の多様性の視点から、誰もがお互いを尊重し、

多様性を認め合う共生社会の実現につながる

と考えますが、本市の所見をお伺いします。 

 ①本市の男性用個室トイレへの設置状況は

（本庁舎、福祉センター、市民病院等）。 

 ②市有施設の男性用個室トイレへの設置の

お考えは。 

 以上２項目を、私の壇上からの質問といた

します。ご答弁、どうぞよろしくお願いいた

します。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君の質問項

目１、安全・安心な学校給食に対する答弁を

求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（堀畑明秀君）登壇〕 

○教育部長（堀畑明秀君）安全・安心な学校

給食についてお答えします。 

 まず、一点目の、給食センターの衛生管理

については、給食センターでは文部科学省の

示す学校給食衛生管理基準に基づき、安心安

全な給食の提供に努めており、昨今の異常気

象とも言える気温の上昇からの暑さ対策とし

て、令和２年度には副食用の食缶に保冷剤を

つけ食材の温度上昇を防ぎ、同年度内には補

助金を活用し、保温保冷対応の食缶に全て変

更し、対応しています。 

 食中毒対策については、果物や一部の食材

を除き全ての食材を85℃、１分以上加熱調理

を行い、冷たくして提供する食材については、

配送の直前まで冷蔵庫に保管し温度の上昇を

防ぎ、30分以上の滅菌を行った食缶に入れ配

送しています。 

 新型コロナウイルス感染症対策としては、
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直接手で触れることなく給食を食べられるよ

う、個包装したパンやナイロンパックに包装

した果物を提供しています。 

 また、異物購入を防ぐために、調味料など

の一部の食材を除き、使用する当日に納入さ

れた食材を栄養士と調理員で厳しく検品し、

野菜などは４槽シンクで４回洗浄を行い、虫

や土などを除去しています。 

 職員については、調理場に入る前に作業着

のチェック、ブラシを使って手の洗浄、消毒

を行い、エアシャワー室を通って調理場に入

り、徹底した衛生管理を行っています。 

 防犯上の対策としましては、職員の退所時

に機械警備を行い、センター稼働時は常に職

員が食材、調理済みの給食を管理しています。 

 次に、二点目の市内小・中学校の衛生管理

についてですが、給食センターと同様に、文

部科学省の示す学校給食衛生管理基準に基づ

き衛生管理を行っており、まず、学校に給食

センターから給食が届くと、職員が立会いの

下、速やかに配膳室に納入し、異物等の購入

を防ぐため、給食の準備が始まるまで施錠し

て管理しています。 

 給食の準備が始まると配膳室で職員が立ち

会い、給食当番の児童生徒にそれぞれのクラ

スの食器や食缶を確認しながら渡しています。

また、児童生徒及び職員については、日頃か

らマスク着用、手洗い、消毒を徹底するとと

もに、給食当番はエプロンを着用するなど衛

生管理に努めています。 

 さらに、児童生徒が食べる約30分前までに

は管理職が検食を行うなど、給食については

細心の注意を払っています。 

 また、給食主任者会を年に２回開催し、献

立作成や安全対策について情報共有や意見交

換を行い、安心安全な給食提供に努めていま

す。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君、再質問

ありますか。 

 ５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）それでは、再質問させ

ていただきます。 

 昨年、夏場に給食センターの見学に行かせ

ていただきましたが、印象としましては、す

ごく新しくてすばらしい施設で、清潔で最適

な温度管理、ちり一つも見逃さない衛生管理、

作業効率を考えられた造りになっておりまし

た。 

 そのときに、先ほど説明のあった、４層で

水洗いというか洗浄する場面も見せていただ

きました。もう４回も洗浄している姿を目の

当たりにさせていただきました。 

 また、センター長をはじめ、栄養士、調理

師の緊張感がみなぎっている現場でしたので、

その空気も同時に感じ取ることができて、す

ごく安心安全であるなという確認をさせてい

ただきました。 

 そこで、再質問に入らせていただきます。 

 給食を調理する際の安全確認や調理後の検

食はどのように行われていますか。 

 また、何か異常があった場合は、どのよう

な対策をされておりますか。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）議員のおただしに

お答えいたします。 

 給食センターでは、材料が届くと検品・検

収を行います。下処理の段階では目視による

安全確認を行い、調理・配送においても目視

確認は常に行います。また、栄養士が調理途

中で味見と検食を行います。最後に、各学校

長と給食センター長は、児童生徒が食事する

30分前までに検食を行います。 

 いずれの段階であっても、何か異常があれ

ば給食センターに連絡が届き、場合によって

は給食をストップさせます。給食センター内

や各学校で何か異常があれば、まず、異常の
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内容で対応等ができる場合は対処し、通常の

給食を提供します。 

 しかし、原因が確認できない場合や少しで

も危険性がある場合は給食を中止し、原因を

究明し、今後再び起きることのないよう対策

について協議を行います。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

何か事が起こった場合には速やかに対処して

いただけるということで、私も学校の現場に

おりまして、校長先生がいつも検食を30分前

にされているのは見たことがあるんですけれ

ども、同刻にセンター長も給食センターで検

食をしていただいているということで、場所

は離れていても、同時に子どもたちのことを

思っていただいているんだなということも分

かりました。 

 続いて、暑さ対策のための補助金を活用し

て変更していただいた保温保冷対応の食缶を

使用されているということなんですけれども、

配送時の温度管理というのは大丈夫なんでし

ょうか。トラックで運んでくる際の温度管理

です。お答えください。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）配送車の配送室に

は空調設備はありませんが、外気温に左右さ

れにくい構造をしています。温かいものは配

送時間に合わせ調理を行い、冷たいものは配

送直前まで冷蔵庫で冷やし、それぞれ保温保

冷食缶に入れコンテナに収納し、各学校に配

送しますので、問題はありません。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

配送するときもそのようにしっかりと、コン

テナが全然温度が変わらないという構造にな

っているということなんですね。安心いたし

ました。 

 それで、学校に着いてからなんですけれど

も、配膳室の温度管理というのはどのように

されているのでしょうか。もう夏場は最近ち

ょっと特に暑くなってきたりするときが多い

と思いますので、その点について何か対策さ

れているのかを教えてください。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）各学校の配膳室に

空調設備はありませんが、令和２年度にコロ

ナウイルス感染症対策臨時交付金で購入した

スポットクーラーを使用し、気温が高いとき

は室温が上昇しないよう対応しています。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

スポットクーラー、もうすごいダクトがしっ

かりとなっていて、部分的にすごい、私も近

くの小学校まで行ったときに確かめてみたん

ですけど、かなり涼しかったので、スポット

クーラーが各学校にあるということで、そう

いう一番暑いときに活用していただけるとい

うことで安心いたしました。 

 ただ、２階とか３階とかがやっぱり気温は

すごく高くなってくると思うんです。各学校

の２階以上のフロアの衛生管理というか温度

管理なんかはどのようにされているんでしょ

うか。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）各階に配膳室があ

る学校については学校へ配送後速やかに各階

の配膳室で保管し、各階に配膳室がない学校

については給食を子どもたちに提供する直前

まで１階で保管し、衛生管理を行っています。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）直前まで下で、１階の

涼しいところで管理して上に上げていくとい

うことで、その分、食中毒なんかも起こりに

くいということが分かりました。 

 続いて異物混入ということなんですけれど

も、学校としてはやっぱり不審者とかが入っ
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てきたりとかという場合、危機管理の点から、

どのように対応されているのか教えてくださ

い。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）教育委員会では異

物混入が発生した場合に備えて、橋本市の学

校給食における危機管理マニュアルを作成し

ており、異物混入への対応を行います。また、

異物購入の再発防止対策も作成しており、再

発防止に取り組みます。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

マニュアルをしっかりと作っていただいてお

って、学校の現場の職員もそれに基づいて対

策していただいているということで、安心し

ております。 

 ただ、学校に運ばれてから給食の保管中に

異物混入への対策という点において、一部、

配膳室がない学校もあると聞いていますけれ

ども、それはどのように対応されているんで

しょうか。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）配膳室がない学校

では、給食配膳業務を担当する会計年度任用

職員を１名増員配置し管理体制を強化すると

ともに、各階でクラス別に配膳するコンテナ

には施錠して保管するようにしています。 

 しかし、今年度中に新たに配膳室を整備す

る予定をしています。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

やっぱり今年度中に配膳室を整備するという

ことで、本当にちょっと安心しております。 

 やっぱり給食担当されている校務員とか職

員が給食をちゃんと届けるために、細心の注

意を払っていつも管理してくださっているの

見たことがありますので、その点で配膳室が

できると施錠できますし、やっぱり負担軽減

にもつながると思いますので、ぜひとも今年

度中によろしくお願いいたします。 

 それで、給食配膳のリフトというのが中学

校で何校かあったかと思うんですけども、１

階から２階にリフトで上げるような学校があ

るんですけれども、そういうところに子ども

たちが入ったりとかして事故とかが起こった

りとかせえへんのかなということで、そうい

ったところの安全対策というのはどんなふう

にされているのか教えてください。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）リフトの操作につ

いては職員が行い、児童生徒は操作できない

よう安全管理を徹底しています。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）２階のそういうリフト

のところにも多分施錠はされていると思いま

すし、それを職員がきっちりと管理していた

だいているということで、今まで事故も起こ

ったことがないというふうに私も思っており

ますし、今後ともしっかりとその辺の管理を

よろしくお願いいたします。 

 それで、令和元年７月30日に和歌山県教委

の主催で、「学校給食における事故防止につい

て 異物混入の原因と対策」として、県下全

域の小・中学校、給食センター調理員と関係

者400名が参加して、１日かけて開催する大き

な研修が開かれたということを見聞きしたこ

とがあります。 

 中でも、ＨＡＣＣＰ的な考え方ということ

を使って参加者一人ひとりが異物混入の原因

を分析してその対応を考えたり、そのリスク

を話し合ってまたフィードバックするという

点で、その研修がすごい研修なんだなという

ことが分かって、県を挙げて取り組んでいた

だいたということですごく心強く感じたんで

すけれども、そのＨＡＣＣＰというのがどう

いうものかといいますと、Ｈａｚａｒｄ、Ａ
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ｎａｌｙｓｉｓ、Ｃｒｉｔｉｃａｌ、Ｃｏｎ

ｔｒｏｌ、Ｐｏｉｎｔという、何か英語の直

訳であれなんでけど、ＨＡＣＣＰということ

で、これＮＡＳＡの宇宙食を安全に管理する

というところから始まったそうなんですけれ

ども、それを食品の衛生管理に、国際的に広

がっていったというそういう基準があって、

それをそのときも、中心にＨＡＣＣＰ的な考

え方を使って、皆さんが安全に食材を提供し

ていけるようなシステムを勉強されたという

ことで、すごくよかったなと思うんですけど

も、それはもう令和元年なので、もうそれか

ら３年たっておるんですけども、その間にコ

ロナとかもありまして、実際問題、またそう

いうことを橋本市で、県も含めてですけれど

も、そういった研修に今も参加されているの

かどうか、お伺いします。よろしくお願いし

ます。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）議員のおただしに

お答えします。 

 給食センターでは安心安全な給食の提供を

第一に考えており、県や各協議会、研究会が

主催する研修会に職員が積極的に参加し、給

食センター内でも研修内容を職員全員で共有

します。 

 それを基に、事故の事前対策として、ＨＡ

ＣＣＰ的な考え方を基に、どんなときに事故

が起きるかを検証しています。具体的には、

どこで何を注意すればいいかを整理し、でき

ること、できないこと、これからやれること

などを考えます。事後対策として、事故が発

生したときに、原因究明、被害拡大防止、被

害者対応を迅速に行います。 

 また、事故事例やヒヤリハット事例を検証

し、大きな事故の発生を防止するよう努めて

います。さらに、各学校と連携し、給食主任

者会などで意見交換や情報共有を行い、リス

クコミュニケーションを図り、安全対策を行

っています。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

100％の安全というのはないと思うんですけ

れども、そういう、ないということが前提で

あらゆる場面を想定して、事前の対策とか、

もしものときは事後対策で、今、先ほど言わ

れたように原因究明とか再発防止ということ

で、すぐに速やかに対応できるように、給食

センターをはじめ、学校、それから教育委員

会が連携し合って、安心安全な学校給食を提

供するために日々尽力していただいているこ

とが大変よく分かりました。 

 給食に関係する方々の努力に本当に感謝申

し上げて、これからも子どもたちが笑顔にな

る、安全安心でおいしい給食を提供していた

だけることを要望いたしまして、１回目の質

問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（小林 弘君）次に、質問項目２、男

性用トイレにサニタリーボックスの設置をに

対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（井上稔章君）登壇〕 

○総務部長（井上稔章君）男性用トイレにサ

ニタリーボックスの設置をについてお答えし

ます。 

 一点目の、本市の男性用個室トイレへの設

置状況については、本市の男性用個室トイレ

は、本庁舎に６か所、保健福祉センターに12

か所、橋本市民病院に12か所ありますが、現

在いずれの施設にもサニタリーボックスを設

置しておりません。 

 次に、二点目の、市有施設の男性用個室ト

イレへの設置についてですが、議員おただし

のとおり、前立腺がんや膀胱がんの患者の尿

もれパッドやおむつの廃棄、性の多様性への

配慮の視点を踏まえ、設置スペースや利用頻
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度を勘案した上で、サニタリーボックスの設

置について前向きに検討していきたいと考え

ております。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君、再質問

ありますか。 

 ５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございまし

た。 

 それでは、再質問させていただきます。 

 まず、その前にモニターを使ってお話しし

たいと思います。 

 これは大谷貴子さんと言って日本骨髄バン

ク評議員をされている方で、この尿もれパッ

ドについて一番最初に声を上げた方です。そ

れが埼玉新聞に、尿もれパッド問題というか、

について取り上げて、何度もこういう形で放

談というのを載せていただいたのですけれど

も、その記事なんですが、まず、昨年６月に

ユーチューブで、男性が尿もれパッドをどこ

に捨てたらええか分からへんというものを見

て、それはどういうことやろうと思って。 

 トイレにそのまま放ったらいけるん違うん

かなと、女性としてはそんなふうに思ってい

たらしいんですけれども、男性のトイレの個

室の中にはごみ箱はないということを、その

ときに初めてこの方は分かりまして、本当に

びっくりしたということで、そこからこの人

が偉いところは、いろいろと調査していった

というところなんです。 

 私の訴えを聞いた、それを言っていて、個

室トイレにはごみ箱がほとんど設置されてい

ないことが分かって、埼玉の市議が調査をし

たら、公共施設で、あったところは何か所か

あったらしいんです。それは何でかというと、

尿もれパッドが放置されていたと。やむを得

ずそういうごみ箱を設置したとか、水洗トイ

レが詰まってしまったという事例があって、

やむを得ずそこの管理者が置いたということ

があったそうです。 

 全般的にはやっぱりそういうサニタリーボ

ックスなんていうのは男性トイレには置かれ

ていないということが分かって、それをいろ

いろ探っているうちに、日本トイレ協会とい

うところの存在を知ったということで、その

存在を知って、いろいろアンケートとかを、

２月にはセミナーを開催されたりとかして、

いろいろと探っていったということで、この

６月に、埼玉県の県の公明党の議員なんです

けれども、それがこの記事を読んで、今年２

月に一般質問されたということで、そこから、

そのことがきっかけで、３月には県の庁舎内、

少なくとも１か所には設置されて、その位置

が分かるような表示もできたということで、

次の場面になるんですけども。 

 これが県庁内のことで、ここに、一部のと

ころにサニタリーボックスがありますという

ような表示とか、この小さい横になっている

ところなんですけども、サニタリーボックス

の表示の中には、尿もれパッドを捨てる際は

ビニール袋に密閉してくださいということで、

やっぱりそれまではどうしても、恥ずかしく

て言われへんというか、男性としてはもう自

分でそういう、かなり大きな、大人ですから

水分量も多いですし、それを二重にして袋に

入れて家に持って帰るというようなことを今

までされていたということなんです。 

 結局そういうことで、そういうことではあ

かんと、じたばたせなあかんという、この方

の投稿にもよるんですけれども、そういうこ

とで実際には全国的に広がることになってお

ります。 

 そこで、本市で現状は、男性用個室トイレ

の設置は一応先ほどのご答弁ではゼロという

ことでしたけれども、今後やっぱりお困りの

方はいてはると思うので、その方に対してど

のように、その方たちはどのようにされてい
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るというか、その辺の状況をどう考えておら

れますでしょうか。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）どう考えているか

ということで、すごくちょっと答えにくい感

じが自分の中ではあるんですが、私個人の体

験からしましても、なかなかやはり男性用個

室トイレにサニタリーボックスがある、ない

というのは、もう意識がほとんどなかったと

いうのが現状でございます。 

 そんな中で、現在まで男性用サニタリーボ

ックスへの設置要望とかというのは本市の総

務課に届いたことはなかったこともあり、気

がつかなかったという部分があるんですけれ

ども、しかしながら、今のお話も伺う中で、

実際に前立腺がんですとか膀胱がん、それか

ら様々な理由から尿もれパッドなどが必要な

方が、実際には我慢したり自宅に持って帰る

ための袋を常に用意していたりというような、

そういうような状況があったのではないかな

というふうに想像はできるところでございま

す。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）やっぱり外に出るのも

結構億劫になったりという、面倒だしという

ことにもつながるかなというふうに思います。 

 それぞれいろんな、病後であったり、特に

高齢になってくるとやっぱり失禁というか、

そういったところも増えてくるということも

ありますし、やっぱりサニタリーボックスの

必要性というのはあるかなというふうに考え

ます。 

 一般的に考えてみますと、多目的トイレと

いうのが、広いところで障がい者の方も利用

できるようなということで設置されているか

とは思うんですけれども、また、サニタリー

ボックスが多目的トイレに全て置かれている

のかというところもちょっと気になりまして、

サニタリーボックスは多目的トイレだけで十

分かというようなことは、市としてはどのよ

うにお考えでしょうか。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）多目的トイレでご

ざいますが、先ほど申しました施設の中では、

橋本市民病院では全ての多目的トイレにボッ

クスが設置されているというふうに聞いてお

ります。 

 しかしながら、これもお答えしにくいんで

すが、市庁舎及び保健福祉センターの多目的

トイレには、認識がちょっと甘かったという

こともありまして、現在設置できておらず、

対応については十分ではなかったというふう

に思います。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）もちろん市民病院はや

っぱり患者さんが来られるところなので、多

目的トイレに全てサニタリーボックスがある

ということで、そこはよかったというふうに

思っております。 

 ほんで、本庁舎と保健福祉センターのほう

の多目的トイレにそういうボックスがないと

いうことが今回分かっただけでもよかったな

と。そこに置いていただけるということが前

提でそのように言っているんですけれども、

その設置に向けて前向きに検討というふうに

先ほど答弁でお答えいただいたんですけれど

も、まずその設置が可能かどうかというとこ

ろで、予算的なことと、それから場所的なこ

と、この二点についてお伺いします。いかが

でしょうか。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）まず予算的なこと

というところなんですけれど、設置の可能箇

所によってその内容についても変わってこよ

うかとは思いますが、本体そのもの、ボック

スそのものの価格を想像しますとそう大きな
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ものではないと思いますので、ある程度網羅

できるのかなというふうには考えています。 

 それから場所的なところなんですが、先ほ

ども説明させていただいたとおり、おっしゃ

っていたとおり、設置場所が限られているよ

うなケースもございますし、大きさ的にも必

要な大きさが十分置くスペースがあるのかと

いうようなところもありますので、まずは、

多目的トイレへについてはもう早急にサニタ

リーボックスを設置することといたしまして、

他の箇所については設置場所のスペース等も

鑑みた上で、必要性をしっかり考えて、設置

に向けて前向きに検討していきたいというと

ころでございます。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

早速、多目的トイレには置いていただけると

いうことで安心いたしました。 

 あと、やっぱり設置に関しては、大きさと

いう、今さっき表現いただいたんですけれど

も、掃除というか、それの処理の期間という

か、公衆トイレとかやったらもう何かすごい

臭いがするような、いつ掃除したんか分から

んというような状況があったりとかもするの

で、まず、設置の影響として、トイレの清掃

とか管理についてちょっと気になるので、そ

の点お伺いしておきたいんですけれども、設

置によって負担が大きくなるというか、そう

いったことの点ではいかがでしょうか。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）想定される施設の

利用状況等によって変わってくる話ではござ

いますが、公共施設の中でもまずは庁舎、そ

れから福祉センター、病院等におきましては、

清掃を毎日行っているようなところもござい

ますので、それらについての問題はないかと

いうふうに現時点では考えております。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

まずは、私も項目に挙げさせていただいたん

ですけれども、本庁舎、福祉センター、市民

病院の男性個室トイレへということで、毎日

清掃していただいているの私もよく存じ上げ

ておりますので、その点でそこまで密封しな

あかんとか、すごい容量が要るというような

ものではないかなというふうに思いますので、

ぜひともその三つについては設置していただ

ければなというふうに思うのですが、いかが

でしょうか。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）これらの施設に関

しては設置の方向で検討はするというところ

でございますので、ご理解いただければと思

います。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 今、本庁舎と福祉センターということで、

市民病院に関してはまたちょっと少し意味合

いが変わってくるのかなとは思うんですけれ

ども、がん対策の一環としても非常にこの設

置に関してはやっぱり重要かなというふうに

思っておりまして、対象となる患者さんが来

る医療の現場である市民病院としてのお考え

ということで、ちょっとお伺いしたいんです

けれども、いかがでしょうか。 

○議長（小林 弘君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のお

ただしにお答えさせていただきます。 

 前立腺がんや膀胱がん等の疾病によりまし

て尿もれ等の使用している方が、安心して市

民病院をご利用していただけるという意味で

も、サニタリーボックスの設置は必要不可欠

かなというふうに考えております。 

 これまで、設置スペースの関係上、多目的

トイレのみに設置してまいりましたが、今後

は男性用の個室トイレのほうにも設置のほう
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を進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 今回、一般質問がありまして、私、全ての

トイレのほうを回らせていただいて、設置状

況のほうも確認させていただきました。その

中で、多目的トイレであってもサニタリーボ

ックスというふうな表記だけで、実際にご利

用される方は何のためのボックスかというと

ころはご理解いただいているところなんです

けども、一般のご利用される方については、

どういった目的のボックスなのかというふう

なところが分からない部分ございますので、

ここに関しましては、尿もれパッドであった

りおむつを入れるためのものですよと、一般

のごみ箱ではないですよということの表記も

含めて、改善を今後していきたいというふう

に考えております。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。

私もこの質問をするに当たっていろいろと調

べさせていただいて、今おっしゃったみたい

に、表記がすごく大事だなというのは、今ま

でないのが当たり前というか、そういうこと

でしたので、皆さんにお知らせするという点

で、そういうことを検証するというか探ると

いうことはすごく大事なことだなというふう

に思っております。 

 それで、ここで、私が調べたやつなんです

けど、参考にしていただければいいかなと思

って、ちょっと事例を調べてきましたので、

ご覧ください。 

 これは新聞記事です。三田市がこのたび38

か所に、市役所です、これも、つけたという

ことで、誰もが不便なく利用をということで、

民間へも広がっていっているというような記

事です。 

 続いて、山形県酒田市なんですけれども、

ここでも６月の議会定例会で質問されて、２

か所、市役所の１階から３階の６個と、それ

からミライニという駅前の交流拠点になって

いるところなんですけれども、そこの７か所

ということで設置が可能になったということ

で、合わせて酒田市ではアンケート、これか

らいろいろ公共の施設というか、公民館であ

ったりほかの施設等にも置いていくというこ

とで、市民のそういう意見というか、実際に

尿もれパッドとかをつけておられる方のアン

ケートということで、ＱＲコードをつけてあ

るものを、アンケートフォームにつながるＱ

Ｒコードを記載したというようなこともあり

ますので、もしも続いて広がりがあるように

アンケートなんかも取っていただければなと

いうふうに思います。 

 続いて、先ほどお話がありましたけども、

「サニタリーボックス、ごみ箱ではありませ

ん」ということで、これはさいたま市の浦和

区役所のものです。 

 設置のポイントとして、日本トイレ協会の

事務長のお話がありましたので、４点ほどポ

イントがありますので、ここでちょっと紹介

します。 

 まず、１、利用者のニーズや施設の衛生頻

度、スペースの広さなどに合わせて適切な数

を確保するということで、さっきも部長から

もお話がありましたように、広さとかそうい

ったことを鑑みて選ぶということ。 

 それから２番目に、女性用よりも大きいも

のを設置するということで、10ℓ以上の容量と

いう目安を具体的に書いていただいているん

ですけども、やっぱり大人用のおむつってす

ごく大きいので、そういった点も考えていた

だいて、特に多目的トイレに置く場合なんか

は大きめのものを入れたほうがいいというこ

とで。 

 ３番目に、設置の理由や但書き、ポスター

などで明示するということで、先ほども埼玉
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県庁にあったような形で、何のためにサニタ

リーボックスを設置しているのかということ

も表記してあったりということです。 

 四つ目は、サニタリーボックスが置いてあ

るというふうに分かるような表示ということ

で、トイレ、四つとか三つとかあるところの

１か所だけでも、ここにありますよというよ

うな表示が、ごみ箱ではありませんという表

示とともに、こういった表示も目印として置

いておくというのがいいかなということで、

ちょっと参考になるかなと思って紹介させて

いただきました。 

 本市としてそういう設置する上での配慮と

か工夫とかというのは、今、私も紹介したん

ですけれども、どのようにお考えでしょうか。

その点、お聞かせください。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）今、実際に設置さ

れて、対策されている事例を見せていただき

まして、本当にそのようにしないと、単なる

ごみ箱ではないんだと。 

 目的はやはり尿もれ等で困っている方への

対処をするためのものだというのを周知する

ような表示をしていくとともに、どこに場所

があるのか、また、庁舎であれば庁舎の中に

設置されたよということが市民の皆さまに周

知できるような形を、ホームページですとか

広報紙等を通じて周知していきたいなと考え

ておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君。 

○５番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 まずは本庁舎と福祉センター、それと市民

病院ということで、本当にサニタリーボック

スの設置に伴って、いろんな工夫をしていた

だいて、まずは設置していただくということ

で、本当にありがとうございます。 

 本庁舎に来られる場合、手続きとかという

市民が多いと思うので、あんまりその利用の

数はないかもしれないんですけれども、市役

所というところはやっぱり橋本市の顔であり

ますので、なのでそういった点で、橋本市は

男性トイレにサニタリーボックスを置いたと

いうことで、対外的にも、やっぱり病気の方

とか高齢の方とか、安心して外出していただ

ける環境をつくっているよという、ＬＧＢＴ

の方とかいろんな多様な人権、お互いの人権

を尊重して、人に優しい、ともに支え合うま

ちであるということの宣伝にもなるかと思い

ますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 まずは庁舎と福祉センターと市民病院とい

うところなんですけれども、今後は別の市有

の施設なんかにも、それぞれいろいろ使う頻

度とか管理上の問題も、衛生管理の問題もあ

るかとは思うんですけれども、ひいては民間

のそういう施設、市民がたくさん集まるよう

な場所の男性用トイレにも設置をつなげてい

くということで、それを要望いたしまして今

回の私の質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。 

○議長（小林 弘君）５番 板橋君の一般質

問は終わりました。 

 この際、11時15分まで休憩いたします。 

（午前11時３分 休憩） 

                     


